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日本語の「と Jrやj と中国語の“和"の対応

関係に関する一考察

病冗

キーワード:並列表現、日中対照研究、「ト・ヤj、「カJ、“和"、“或"

要旨

並列表現は、日本語と中国語で頻繁に使用される言語表現の一つである。本

稿で扱うのは、名詩句同士の並列に関する問題である。主に日本語の並列助詞

「と Jrやj 切っと中国語の並列接続詞“和"“或"を対象とする。中国語の“

和"と日本語の「と Jrやj の用法上の最も大きな相違点は、“和"が動詞・形

容詞をつなぐことが出来るのに対し、「と Jrやj が名詞。i をつなぐことしか出

来ないという点である。そのため、本稿では、考察対象を“和"の前後が名詞 2

の場合に限定する。また、“或"と「かj も前後が名詞の場合のみを考察対象と

する。本稿では、それらの意味の異同を軸に論じてし、く。使用データとしては、

先行研究と「中日対訳コーパスj の用例とする。

本稿の結果は、まず、日本語から中国語を見る場合、「とJも「やj も“和"

と対応するが、中国語から日本語を見る場合、“和"が要素の列挙を表せば、 fとj

と対応し、カテゴリーの例示を表せば、「やJ と対応するという点である。

次に、並列された各要素と述語や他の要素がどう結び付くのかとしづ問題に

関して、「かJと“或"は対応しているが、「と JrやJと“和"には重なる部分

もあり、異なる部分もある。一般的には、“和"が「と J と対応し、「かつj を

表す。従って、 fとJ と「やJが fまたはj の意味を表す際は、“手口"と対応し

ない。一方、守口"が二つの条件を満たせば、「またはj を表すことができる。

対立条件の場合「かj と対応し、選択条件の場合「と j と対応する。

キ1 代名詞と名詞句を含める。

*2 名詞化するものであれば、考察範囲に入る。以下の例のように、単語自身の品詞は形

容詞あるいは動詞であるが、“和"で繋げ、主語か目的諾として存在すれば、名詞化される。

例:①高よそ和着急是荷聞事. (喜びと焦りとは違う. )②他就喜攻作詩和画面JL. (彼は作

詩と絵画が大好きだ. ) 

-28-



日本語の「と Jrやj と中国語の“和"の対応関係に関する一考察 u馬元)

1. はじめに

従来、日本語の「と Jrやj は並列助詞として使われ、中国語の“和"と対応す

ると言われた。一方、「かJは選択関係を表し、中国語の“或"と対応すると言わ

れた。

(1) a.理治学三3和澗査研究都彼重要。

b.理論の学習と調査研究はともに重要である。

(北京・商務印書館、小学館 (1992) : p.554) 

(2) a.不治部氏、下雨和下雪，他天天准吋到校。

b.風が吹こうが雨や雪が降ろうが、彼は毎日 時間どおり学校に着く。

(伊t也知 (2002): p.536) 

(3) a.他全家明天或后天王力身。

b.彼の一家は明日かあさって出発する。

この二組みにははっきりした境界があるように見えるが、実は重なる部分もある。

(4) a.考学和就~，拘て必須尽快作決定。

b.進学か就職か、早く決めなければなりません。

(5) a.学校の出入りには従業員証明書や学生証が必要です。

b.出入校日必須完工作世或学生i正。

(作例)

({芙 (1998) : p.274) 

このように、「和Jと f或j は使用頻度が高い語であるにもかかわらず、日本語

との対応関係は未だはっきり整理されていない状態である。よって、本稿で考察を

試みる。

2. 先行研究

2.1. 鄭(1989) 

1990年まで、「と j と fやJの違いは寺村(1984)の「全部列挙・一部列挙j の段

階に留まっている。いわゆる「と Jは全部列挙を表し、「やj は一部列挙を表すと
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いう記述であった。それらと中国語の対照研究も!司じ段階に留まっている。いわゆ

る“和"が要素の列挙を表し、全部列挙であれば、 fA和 BJ という形で「と j と

対応し、一部列挙であれば、 fA和 B等々 j などの形で「やJと対応するという見

方であった。

2.2. 安 藤 (1995) 

安藤(1995)により、「と Jの場合には、接続項呂は質的に制限がないので、「と j

が接続項目の関いた系を持ち、「と j が接続を専らとする表現であると説明した。

言い換えれば、「と j で並列された要素は何でもいいということであり、「と j は要

素を列挙するために用いられる。それゆえ、本稿では「と j の本質を要素の列挙と

考える。

安藤(1995)によれば「やj の場合、接続項呂は特定の集合を開き手に推測させる

必要があり、質的な制約を受けざるを得ない。よって「やJは閉じた系を持ち、「開

き手にある集合を提示するj としづ特有の機能をもった表現形式といえる。言い換

えれば、「やj で並列された要素は何でもいいというわけではなく、お互いに同じ

カテゴリーに含まれるという前提が必要である。それゆえ、本稿では「やj の本質

をカテゴリーの例示と考える。

2.3. 本稿の位置付け

日中対照研究の進展は寺村 (1984) の考えを受けた鄭 (1989) の段階に留まって

いる。おおよそ、日本語の「と j はメンバーを全部挙げるのに対し、「やj は一部

挙げるといった解釈に基づいて、日本語の fAとBJは中国語で“A和 B"と訳し、

fAや BJは“A和 B等々"と訳せばよい、といった対応を想定するものであった。

しかし、日本語の「とJと「やj の使い分けについて、メンバーの全部列挙と一

部列挙という分類では不都合な例が出てくることから、再検討が行われ、現在では

「とJと「やj の使い分けは、カテゴリー性の有無に関わるといった解釈が一般的

になっている。

一方、日中対照研究では、この解釈は未だ取り入れられておらず、旧来の全部列

挙と一部列挙としづ解釈が行われている。本稿では、この段階を脱却し、新しい観

点、いわゆるカテゴリー性の有無という観点から、日中の並列表現の再整理を試み

る。
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3. rとJrやJと“和"の対応関{系

「と j が“和"に対応し、 「やj が“和・・・・・・等々円などに対応すると一般的に言

われてきたが、はたしてそうなのか。また、日本語の「と j と「やj の違いを「要

素の列挙j と fカテゴリーの例示Jというふうに考えると、中国語の方はどうなる

のか。これからは例文を通じて分析していきたい。

(6) a.没有中国和印度的友展，就没有下一小世紀亜洲太平洋的友展。

(朱 (2010): p.37例文 1) 

b.中国とインドの発展がなければ、次の世紀のアジア太平洋も発展できな

し、。

C.中国やインドの発展がなければ、次の世紀のアジア太平洋も発展できな

し'0

(6) を「要素の列挙Jの観点から説明すると、「中国Jと「インドJというこつ

の要素を話題として、この二つの要素がどうであるのかというと、これらの発展が

なければ、「次の世紀のアジア太平洋も発展できなしリという後半の説明が現れる。

「カテゴリーの例示j の観点から説明すると、「次の世紀のアジア太平洋も発展

できなしリということが前提になる。また、アジア太平洋の発展に大きな影響を与

えた国というカテゴリーを開き手(読者)にわかってもらうために、例示的に「中国j

と「インドj を挙げたということである。

よって、守口"が要素の列挙として認識される場合は「と j と対応:し、カテゴリ

ーの例示として認識される場合は「やJと対応することになる。いわゆる“和"は

「要素の列挙j と「カテゴリーの例示j という両方の機能を持っていることが分か

った。これは、今までの先行研究では触れられていなかった点である。

そうすると、守口"が「やJと対応する際は、カテゴリーの例示として認識でき

る場合に限られる。

(7) a.太郎和花子是夫泊。

b.太郎と (xや)花子は夫婦です。 (作伊!J)

(7)は、太郎と花子の二人の関係が夫婦であることを示すのであり、「太郎や花子j

ということを示すことにより、夫婦という概念を導くことではない。二人の関係が
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夫婦であることを示すためには、要素を挙げるということが問題になる。方、「やJ

を使うと、「太郎Jが夫婦、「花子Jが夫婦になってしまう。無論それはあり得ない

ので、「やJを使つてはいけない。夫婦というカテゴリーを示すためには、そのカ

テゴリーを予測できる要素を挙げる必要がある。たとえば、「太郎花子や次郎良子

は夫婦です。 Jのように、夫婦というカテゴリーを予測できる要素(1太郎花子J• 

「次郎良子J) を挙げる必要がある。もう一例を参照されたい。

(8) a.事復湊巧，二十年后，我又在北京研了李淑一同志介沼地和毛主席、弱芽

慧烈士 的系密美系。(胡(1996): p.74例文 4)

?b.偶然にも、 20年後に、また私は李淑ーさんが彼女と毛主席、楊関慧烈士

の親密な関係をとり持ったことを北京で開きました。

c.f/喝然にも、 20年後に、また私は李淑ーさんが彼女と毛主席や楊関慧烈士

の親密な関係をとり持ったことを北京で開きました。

ここで、日本語の場合を考えてみる。中国語のように「彼女と毛主席、楊関慧j

と訳すと、三者が並列関係であるため、「彼女と毛主席j の関係、「彼女と楊開慧j

の関係という本来の意味が伝えられなくなる。この場合、「彼女と毛主席や楊関慧J

と訳すのが適当である。なぜなら、「やj は並列要素が 1つのカテゴリーであるこ

とを示し、 fとj は並列要素が話題の要素であることを示すからである。つまり、

話題の中心となっているのが「彼女と Xの関係Jであり、その iXJ というカテゴ

リーを構成しているのが「毛主席j と「楊関慧Jなのである。

以上の (7) と (8) は「要素の列挙Jを表す“和"であるため、 fとj と対応す

る。次の例は fカテゴリーの例示j を表す“和"であるため、「やj と対応する。

(9) 深谷中也有人家，炊熔袋袋，犬吠潟略，牲実和証牲実的人小得如!鴎似在日~。

峡谷の中にも人家があって炊事の煙がゆらゆらと立ち昇り、犬や鶏の鳴き声

が聞こえ、家畜やそれを追う人の姿が蟻のように見える。

(中日対訳コーパス:遥かなる大地)

「要素の列挙j の観点から説明すると、「家畜J と「それを追う人j というこつ

の要素を話題として この二つの要素がどんな様子なのかというと、小さくて、「蟻

のように見えるj という後半の説明が現れる。

「カテゴリーの例示j の観点から説明すると、今視野に入る場面の中の動物や人

つ山
内
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物が全部小さくて、「蟻のように見えるJということが前提になる。この視野に入

る場面というカテゴリーを聞き手(読者)にわかってもらうために、ザ'ij示的に「家畜J

と「それを追う人Jを挙げたので、ある。

文脈から見ると、明らかに「カテゴリーの例示Jという観点からの解釈がより妥

当であるため、「やj と訳される。

(10) 清平湾上浮着薄雰， [治灼可児家家密櫓下耀眼的合工事者搬，陰、灼可i司石礎的

i攻担声」人的政耕三号狗声」狗淘i悌的iす焼声和字的引坑高歌。

清平湾は言葉がかかり、各家の客洞の軒先に吊るしである鮮やかな赤唐辛子

がぼんやりと見え、石臼を挽くゴロゴロとしづ音宝、騒馬や犬を叱りつけ

る声や、犬が恥ずかしげに許しを乞う声芝、嘘馬が高くいななく声がかす

かに聞こえた。

(中日対訳コーパス:遥かなる大地)

(11 )吹手擢下了一把畷口内和一小該子，主主干支子就是随随。

彼はチャルメラ一本と子どもを後に残したが、その子が槌随である。

(中日対訳コーパス:遥かなる大地)

例文 (10) はカテゴリーの例示であるため、「やJ と対応する。例文(11) は要

素の列挙であるため、「と j と対応する。

4. "f日"“或"からみる「とJrやJrかJに関する一考察

朱(1980)では、“A和 B"は“兼有"を表し、 A もBも必要条件となっているが、

“A或(或者、或是)B"は選択関係を表し、 A とBのうち、どちらが必要条件とな

っていると述べている。また、“A 或(或者、或是)B"が表す選択関係には、“兼容

性" (inclusive)選択関係と“互斥性" (exclusive)選択関係があると述べている。本

稿では、「“兼容"或j と「“互斥円或J としづ呼び方で二分類しておく勺。朱(1980) 

での例文と表は以下の通りである。

勺 言葉で推測できる可能性とするのではなく、実際の現状を言っている。
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(12) a.如上法家補子去，忌能芙着牛肉或是羊肉。(“兼容"或)

b.このf苫に行けば、必ず牛肉か羊肉かがある。

(13) a.大水把鉄路沖杯了，伶只能坐'E.机或是坐船去。(“互斥円或)

b.洪水で、道路が壊れたので、飛行機か船で行くしかない。

(14) a.}L来本校済泳的!司志，須持単位介沼信和本人工作i正。(和)

b.本館に泳ぎに来る人は会社からの推薦状と本人の従業員証明書を持参

しなければならない。

(朱(1980): p.l例文 2ふり (訳文と( )の内容は筆者)

表 1 “兼容"或 表 2 “互斥"或

A B A B 
m十~~w.刷十同情ζM帆〆ザA恥的吋i 

十 十 書誌

+ 事/

十 v〆

事名

表 3 "f口"

A B 

骨

骨

総

第

一

十

一

十

(朱(1980):p.2 表 lム3)

3節では、並列された要素関の関係について述べた。 4節では、その並列された

要素がどのようにして述語や他の要素と結びついているのか(し、わゆる fかつj か

「またはj の問題)、例文を挙げながら分析する。

( 15)今年の正月に、ーの矢神社と筑波山神社に行った人は 1000人いる。

( 16)今年の正月に、ーの矢神社や筑波山神社に行った人は 1000人いる。

(作例)

(15) fとJの場合、 fA十 B十Jの意味が一番読み取りやすい。一方、 fA十 B

-J fA-B十」の意味は解釈が難しいが、一応そういった解釈もできる。これに

対し、 (16) fやj の場合、 fA十 B-JfA-B十j の意味が一番解釈しやすい。

一方、 fA+ B十j の意味は解釈しにくいが、そのように解釈することもできる。
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なお、 (16)iやjの場合、どちらにも行かなかったが、小田野神社に行った人も 1000

人に含まれるのではないか。なぜなら「やJの機能はカテゴリーを例示することに

ある。つまり、カテゴリーさえ想像できるのであれば、それを構成している要素の

全てを挙げる必要はないので、「やJの場合は iA-B-J も考えられるのである。

そうすると、日本語の「と j と「やJが表 4と表 5のようになる。

表 4iとJ'4 

A B 

喝協議開躍醐臨調醐醐臨海盤崩掛盟蝉

+ ば|

+ 島/

十 ν 

表 5iやJ

A B 

~A~~匁鎗甥劫恕匂錦織鍛

十 十

一 a 
十 ザ|

叫t延弘合拶掛お鈴ゅよ捻泣辺諸制出抱擁務総持岱》詠逸話泡

d 

図形化すると、以下のようになる。

C.. 

図 1iとj 図 2rやj

.-A， B. A+B 

fとJ.)

~ A+B 

図 3

r A，B，A+B 
fやJ.J

~ A， B， C 

図 4

*4 四角で閤まれたものは最も使用されやすいという意味である。
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以上の表を見ると、ここでも、「と JrやJが「和j と対応しないことが分かつた。

「と Jは“(兼容)或"と対応するが、「やJはどちらとも対応しないο 「と j は C

にならない。「やJは A十 Bのみにならない。

一方、日本語の「かJは“或"と同じく、“兼容性" (inclusive)選択関係と ι互

斥性円 (exclusive)選択関係があると思われる。

( 17) この底に行けば、必ず牛肉か羊肉かがある。

( 18) 洪水で、道路が壊れたので、飛行機か船で行くしかない。

(例文 12、13再掲)

表 6rかJ

A B 

十十

!+ - I 

i- +ザ|

「かJ→ A，B，A+B

一鶴

以上の内容をまとめると、表 7のようになる。

表7

と や か

A，B，A+B 。 。 。
A+B (のみ) 。 × 〉く

C × 。 × 

一方、中国語の“和"“或"に関して、朱(1980)では、表 3を挙げて「和j に IA

十 B-JrA-B+Jの意味がないと説明しているが、その説明には疑問が残る。

(19) a.学校の出入りには従業員証明書や学生証が必要です。

b.出入校i'l必須完工作i正或(x和)学生i正。 (伊j文 5再掲)
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確かに(19)のような例では、学校に出入りする人は普通、教職員か学生かその他

従業員に限られており、従業員証明書と学生証の両方を持っている人がいるとはま

ず考えられない。(19a)の臼本語において、「やj そのものが fまたはj の意味を持

つことができる。一方、(19b)の中国語において、特定の文脈がないと、守口"その

ものが「またはJの意味を持っていないため、“和"を使わずに、 μ或日 (huo)を使

うのが普通である。

しかし、馬 (2008)は以下の条件下において「和j が fまたはj の意味を表すと指

摘している。

①“和刊で連結する要素が選択でき、文の頭に置かれ、文中には選択を表す提示が

ある。

伊IJ:卒果和梨子，伶要什仏? (リンゴとナシ、どっちがいい。)

②文中に選択を表す提示がなければ、守口"で連結する要素が対立し、同時に起こ

ることができない。即ち、 rAYes B NoJか rBYes A NoJ かのどちらである 0

19"IJ:走和留，他都没意見。(帰るか残るか、彼にはどうでもし功、)

③“元治、不i合、不管"の後ろに使われ、ふつう“新V' と呼応する。“和"で連結

する要素が対立する。

伊IJ:不管去和不去， {~]\都要姶我田室。(行くか行かないか、必ず連絡してくだ

さし ¥0 ) 

よって、朱(1980)は説明が不十分であるといえる。ただし、馬 (2008)が提出した

条件にも問題は存在する。まず①では、選択を表す提示があればよいと思われる。

なぜかというと、

(20)清15九人生工色、黄色和藍色中法捧-特fE最喜欺的顔色。(作例)

であれば、文の頭に霞かなくてもよい。

また、②と③は、実は一つの条件としてよい。②の例文に“元治、不治、不管日

などを加えると、意味が変わらずに③の条件と一緒になる。③の例文の“元治、不

治、不管"などを削除すると、意味が変わらずに②の条件と一緒になる。t!1Jち、“

元治、不治、不管"は「和j が「またはj を意味する条件には関与していないので

ある。

ヴ

i
q
J
 



『筑波日本語研究』 第十九号筑波大学人文社会科学研究科目本語学研究室 2014

ここで改めて“和円が「またはJを表す条件を指摘する。

A. 対立条件:“和"で連結する要素が対立的であり、同時に起こることができな

い。即ち、 fAYes B NoJ か fBYes A NOJ かのどちらである。

(21) a.考学和就ill!.， 1示必須尽快作改定。

b.進学か就 職か、早く決めなければなりません。(伊j文 4再掲)

(22) a.斡国法会部称，設止到去年 2月，通辻留学和i吾言研修笠i正到車事国的中

国人法 6.3216万人。

b.韓国の法務部によると、去年の 2月まで 留学と言語研修でピザを取

って、韓国へ行った中国人が 6.3216万人もいたそうです。

http://zhidao.baidu.com/link?urI=vsLIOGrcwosRAKNKcYTPpW8gQ9KXGBUT9yhMxoD_ 

R5eIL YngYhkMC8h9kPSHpLTVmHadNRv8kUh8NOcxlweRお1a

(筆者が 2013/11/2414:25検索)

B 選択条件:文中には選択を表す提示がある。語用論的に「またはj の意味を付

与する。

(23) a.卒果和梨， 1示要什4亡、。

(弓 (2008) : p.55) 

b.リンゴとナシ、何がいい。

5. まとめ

まず、日本語の「と j と「やj には「要素の列挙Jと「カテゴリーの例示j とい

うはっきりした境界が存在する。一方、その観点から中国語を見ると、守口"には

両方の機能がある。このように、中国語においては、“和"という一つの並列接続

認で様々な並列が表せるのに対し、日本語においては、「とJrやJなど複数の並列

助認が存在するわけである。

よって、日本語から中国語を見る場合、「と Jも「やj も“和"と対応する。中

国語から日本語を見る場合 “和"が要素の列挙を表せば、「と j と対応し、カテゴ

リーの例示を表せば、「やJと対応する。

次に、並列された各要素と述語や他の要素がどう結び付くのかという問題に関し

て、いわゆる「かつJか fまたはj の問題に関しては、旬、Jと“或"は対応して

いるが、 fとJfやJと“手口"には重なる部分もあり、異なる部分もある。異なる部

分において、「かj と“或"についての考察も必要になってくる。一般的には、“

口。円
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和"が「と Jと対応し、「かつj を表す。従って、「と j と「やj が「またはj の意

味を表す際は、守口"と対応しない。

一方、守口"が二つの条件を満たせば、「またはJを表すことができる。この例外

的な“和

17)か冶リj と対応する。対立条件の場合 17)カか瓦リj と対応する。選択条件の場合「と j と対

応する。

6. 今後の課題

まず、「やJの「カテゴリー性Jの観点からの分析には、 fAや B のようなj と

“A和 B之美的"などの比較をする必要があると思われる。

次に、“或"はどのような場合に「かつJを表すのか、どのような場合に「また

はj を表すのかについて整理するつもりである。

また、「と J も「やj も「かつj と「またはj 両方の意味を持っていることが分

かったが、それぞれどのような場合に「かつj を表すのか、どのような場合に「ま

たはj を表すのかについてはまだはっきり解決していないところである。

これらに関しては今後の課題とする。

参考文献

安藤淑子 (1995) r日本語の名詞及び動詞における並立表現の構造一関し、た系と開

じた系-J W広島大学日本語教育学科紀要~ 5 pp.ll・13 広島大学

教育学部日本語教育学科編

安藤淑子 (2001) i中級レベルの作文に見られる並立助詞「やj の問題点-1とj

の用法との比較を通じて-J W 日本語教育~ 108 pp.42・50 日本語

教育学会編

市川保子 (1991) 1並立助詞「と Jと「やJに関する一考察J W文芸言語研究

言語篇~ 20 pp.61-79 筑波大学文芸・言語学系編

小野秀樹 (2008) W統辞論における中国語名詞匂の意味と機能J 自帝社

柏木成章 (2006) r r全体化」と「類化J-並立助詞論、特に「と J. rやj を中心

として-J W大東文化大学別科論集~ 8 pp.99・107 大東文化大学

国広哲弥 (1967) rr‘And' と「と・に・や・もj一日英両語語集の比較ーJ W言
語研究~ 50 pp.34・49 S本言語学会

Q
U
 

円
く

υ



『筑波日本語研究』第十九号筑波大学人文社会科学研究科日本語学研究室 2014

鈴木慶夏 (2004) i並列標識の生起しない並列構造J W日本中国語学会第 54回全

国大会予稿集JI pp.70-74 日本中国語学会

寺村秀夫 (1984) r並列的接続とその影の統括命題ーモ シ、シカモの場合一j

『日本語学JI3-8 pp.67岨 74 明治書院

中俣尚己 (2007) r rやJによる並列と「もJによる並列の相違点一並列される名

詞句の類似性に注目して-J W日本語文法学会第八回大会発表予稿集J

pp.170-177 日本語文法学会

中俣尚己 (2009) r名詞句並列マーカーの体系的分析-1とJ• 1ゃい「もJの差異

に着目して-J W日本語の研究JI5 ( 1) pp.31-45 日本語学会

生田目弥寿 (1988) r名詞の並列J W国際学友会日本語学校紀要JI12 pp.69-75 

国際学友会

朴点淑 (2006) i現代日本語における並立助詞「と JiやJJ W岡山大学言語学論

叢JI12 pp.51-62 向山大学文学部

半藤英明 (2005) r並立助詞「と j と「やj の構文上の相違についてJW文学・語

学JI181 pp.42-51 全国大学国語国文学会

森山卓郎 (2005) r rやj と「と Jのちがし¥をどう説明するかJ W京都教育大学園

文学会誌JI32 pp.ト10 京都教育大学国文学会

ヌ日云牛、{清浮祥 (2005) 英双取合短活的共性研究 《外i吾与外活教学》 第 2期

25-29 

郭稽給、郭建平、曹日発玉 (2012) “和"与“或"連用及其規活 《現代波i吾虚河

研究与対外双i吾教学(第四輯))) 95・103 学林出版社

胡光斌(1996) “和H 失速i司的特殊功用 《斡南民族市寺学振)) (哲社版) 73・76

j妻秋忠、(1992) 

品淑湘 (1979)

弓茶 (2008)

文

現代?又i吾井ヂIJ名両性成分的順序 《中国活文》 第 3期 16ト173

((i又活i吾法分析問題》 商条印有情

現代波活虚河“和"与英i吾対白河的対比研究 中南大学碩士学位沿

悦宝元、弦宗正 (1986) <<実用波j吾培法》 福建人民出版社

牛間 (2008) Mf介培角度看現代?又培遥河“和" 吉林大学碩士学位i合文

王少室、栃白云 (2000) 淡井ヂ!J連i可“和"的用法及其新友展 《福建教育学院学

f度》第 1期的-72

日十紛云、笑中侍 (1999) ((外国人学双i吾ヌ差点経疑》 北京活言文化大学出版社

弦斌、胡裕樹 (1989) <<双i吾i吾法研究》 商会印有情

5長並茄 (2005) ((会工楼歩》中的井ヂIJ:i主渇 (( i吾言教学与研究》 第 3期 33・39

-40-



日本語の「と Jrやj と中国語の“和"の対応関係に関する一考察 (橋元)

鄭亨杢 (1989) r接続表現の日中対照研究一語の並列を中心に-J W教育学研究

紀要~ 35 pp.136・141 中西国教育学会

周開 (2001) r単純井列達河及其相美匂式J W日本中国語学会第 51@]全国大会予

稿集~ pp.35-39日本中国語学会

周先武 (2008) “And"与“和"的句法行方対比 《牡丹江大学学振》第 17巻

第 7期 71-74

朱徳照(1980) “或"与“和" ((山西青年》 第 5期 1-3 

朱灰祥 (2010) 達河“和/或者"居子条件判断句前項号i友的相美l可題 《波i吾学

三J))第 3期 37-46

コーパスデータ

中日対訳コーパス (2003) 北京日本語学研究センター(第 l版)

辞蓄類

伊地知善継 (2002) W白水社中国語辞典J 白水社

北京・商務印書館、小学館 (1992) W中日辞典』 小学館

侯学超 (1998) ((現代決i吾虚河河典》 北京大学出版社

-41-

ヒョウ ゲン/人文社会研究科

(2014年 10月 31日受理)


	0029
	0030
	0031
	0032
	0033
	0034
	0035
	0036
	0037
	0038
	0039
	0040
	0041
	0042

